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2004年 8月 第 15号 

 
東京都の江東内部河川流域連絡会の情報紙（議事録） 

 
平成 16 年 6 月 28 日（月） 

第 15 回（第 3期第 5回）江東内部河川流域連絡会を開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「第 15回（第 3期第 5回）江東内部河川流域連絡会」として、午後 1時 30分から約 1
時間半で旧中川と小松川ポンプ所の現地視察を行い、その後、約 1時間半で江戸川区小
松川区民館 2階第一集会室において会議を開催しました。 
・都民委員 14名と行政委員 12名等が参加しました。 ⇒ 名簿は 6ページ 
・会議では、主に現地視察、防災を考慮した水と緑のネットワーク再生事業、アダプト

制度などについて討議しました。 
 

小松川ポンプ場 

ふれあい橋

亀戸中央公園 

江東新橋

小松川ポンプ場の吐き出し 旧中川と北十間川との合流地点 

小松川ポンプ場監視室 

小松川ポンプ場雨水貯留池 
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現地視察の状況 
 
（１）旧中川：ふれあい橋 ⇒ 江東新橋 ⇒ 亀戸中央公園 ⇒ ふれあい橋 約 1時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⇒ コースは表紙にあります    

（２）小松川ポンプ場：監視室 ⇒ 発電機 ⇒ 雨水ポンプ用電動機 ⇒ 雨水貯留池 約 30分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流域連絡会の議事の概要 
 
 
 
◆今日見た限りでは岸辺のところに魚が寄っている。見た目には不潔な感じがするが、魚た

ちにとっては棲み心地がいいのではないかなと思った。 
 

現地視察についての意見交換 
◆都民委員 ◇行政委員 

ふれあい橋の下 

監視室 発電機 

雨水貯留池雨水ポンプ用電動機 

江東新橋の下

亀戸中央公園前親水空間 ふれあい橋橋詰め
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◆安全柵が部分的に欠けているところ

があるので、できるなら直してほしい。

（図-１） 
◇安全柵について整備の当初にはなか

ったのですが、地元の要請により後で

直した所もあります。危ないようなも

のは直さないといけないと思ってい

ます。 
◆防災船着場があったのですけれど、船

が着ける構造になっているのでしょ

うか。（写真-２） 
◇船が着けるようにする計画です。しか

し、他に老朽化している船着場の対策

があって、新しい船着場まで手がつけ

られない状況です。 
◆江東新橋の下、柵が続いていて、それ

を伝うことで川の真ん中まで進んで

いける。水深 3メートルぐらいあると
か危険とかという立て看板を立てて

ほしい。（写真-３） 
◇ご指摘の箇所は非常に危ないですか

ら、早急に対応したいと考えています。 
◆今回、工事した北十間川で、将来斜面

のブロックに土を入れて花を植える

のか。 
◇都区で話し合い、今後、花や低木を植

えていく計画になっています。 
◆江東新橋の下の江戸川区側は水がた

まっているが、江東区側は整備されて

居心地がいい。そこにホームレスが住

むようになり、中学生がいたずらをし

て、そのホームレスを川の中に追い込

み死亡させる事故があった。整備するか水たまりのままにするかどちらがいいかわからな

いが、いろいろな考えがあっていいと思う。 
◆北十間川を、九州の柳川のイメージで柳やフジを植えて、そこに和船を遊覧船として運航

し、観光的に、たくさん人が集まるような場所にされてはいかがかと提案します。 
◇北十間川も護岸整備が今年から始まっていますので、次回には整備断面を明示して、都民

委員のご意見をいただく場にしたいと思っています。 

◆都民委員 ◇行政委員 

図-１

写真-２

写真-３

船が着けるようにする計画地 

柵の先は急に水深が深くなっている 

安全柵より陸側の水深は浅く、親水空間となっている 
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 「江東区の水辺に親しむ会」の須永委員から、平成 15年度全国都市再生モデル調査に選定
された「防災を考慮した水と緑のネットワーク再生事業検討業務」についての説明がありまし

た。概要は以下のとおりです。 
 

調査の対象地域 東京都江東区全域 

テーマ １．水と緑の活用による防災意識の向上と市民との連携 
２．舟運も考慮した防災施設等の一体的な整備 

活動内容 

１．災害に関する意識と水と緑の利用に関するアンケート調査 
- 10月 18～19日に木場公園において開催された区民祭にて実施 
- サンプル数 334 

２．災害に関する意識と水と緑の利用に関するヒアリング調査 
- 12月～3月 
- 区内の行政機関、学校、民間企業、各種区民団体など 12団体 

３．ワークショップ 
- 2月 10日、3月 10日の 2回開催 
- 約 30名の参加（区、都、国、地元大学教授・学生、地元商店会、区立
小学校、提案者 NPOの会員など） 

４．内部河川の船舶航行に関する調査（水深計測、桁下高） 
- 1月～2月にかけて既存の船着場を東京海洋大学の船舶を借りて実施 

５．水辺の緑地・散策路と災害時活用に関する調査 
- 2月に内部河川の実踏調査を実施 

６．東京湾から見た東京の風景見学会・ワークショップ 
- 11月 27日、3月 10日の計 2回実施 

課題 

1)豊富な内水面と緑地が防災に生かされていない 
2)地域防災計画に水が生かされていない 
3)震災時には水上輸送の可能性がある 
4)住民の水を利用した防災意識は低いが、親水公園の利用率は高い 

今後の検討課題 
1)平常時における水と緑のネットワークの利活用 
2)民間、住民を含めた役割分担の明確化 
3)防災を考慮した土地利用・施設設計に関する規制誘導の必要性 

 
 
 
 江東区と江戸川区の行政委員から、アダプト制度について以下のような説明がありました。 
 

アダプトとは、養子として引き受ける意味です。身近な公園や道路等の公共スペースは、

きれいであってほしいと誰でも願っています。行政も清掃や美化に努めていますが、ごみ

の散乱が後をたちません。そこでこの公共スペースを子供に見立て、希望する住民や企業

の方に親代わり（養父母）になっていただき、一定区画の清掃や美化活動などをボランテ

ィアで行っていただく制度のことです。 
今までは自治会、老人会等で美化活動は行われていましたが、積極的に住民自らの手で

地域の美化運動を進めてもらおうということで、アダプトという新しい呼び方で、住民、

企業等と行政が協働して活動を進めているところです。 
江東区のアダプト制度 江戸川区のアダプト制度 

・平成 14 年 10 月から「わがまち江東をきれい
にする活動」としてスタート 

・公園や道路を清掃場所として 28団体が活動中

・活動場所に合せて 4部門に分けて登録「公園」
「緑（街路樹）」「水辺」「まちかど（前記以外）」

・制度発足記念として、登録団体の交流会を今後

開催予定 

防災を考慮した水と緑のネットワーク再生事業について 

アダプト制度について 
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実施日 イベント名 河川名・場所 主催者 
4月～10月 
（第一土曜） 

小・中学生のためのふれあい
ボート教室 

旧中川・もみじ大橋下 
江戸川区小松川一丁目 江戸川区ボート協会 

旧中川ボートフェスティバル
旧中川・都営新宿線～中川新橋 
江戸川区小松川一丁目 

江戸川区人力共漕会・
江戸川区 4月 11日 

（日） 生まれ変わる旧中川の写真パ
ネル展 

旧中川・さくら大橋下 
江戸川区小松川一丁目 東京都江東治水事務所

7月 3日 
（土） 

川を歩こう・旧中川 
ウォーキング･昔の写真展示など 

旧中川・江東新橋～平成橋 
江戸川区平井五～江東区大島九丁目 東京都江東治水事務所

7月 18日 
（日） ふれあいボート大会 旧中川・中川大橋付近 

江戸川区小松川一丁目 平井小松川青年連絡会

8月 1日 
（日） 夏休み少年少女はぜ釣り大会

旧中川・都営新宿線東大島駅下 
江戸川区小松川一丁目 江戸川区釣友会連盟 

第六回 旧中川東京大空襲犠
牲者慰霊灯籠流し 

旧中川・ふれあい橋付近 
江東区亀戸九丁目・江戸川区平井三丁目 

旧中川灯籠流し実行委
員会 8月 15日 

（日） 生まれ変わる江東内部河川の
写真パネル展 

旧中川・ふれあい橋付近 
江戸川区平井三丁目 東京都江東治水事務所

9月 4日～
12日 

生まれ変わる江東内部河川の
写真パネル展 

江東区男女共同参画推進センター 
江戸川区扇橋三丁目（パルシティ江東） 東京都江東治水事務所

9月 11,12日 
（土・日） 

第５回 水彩フェスティバル 
降雨体験･閘門開閉･和船乗船･太鼓演

奏･手旗信号･水辺ウォーク等 

小名木川・クローバー橋付近 
江東区北砂一丁目・扇橋三丁目 

水彩都市アピール実行
委員会（事務局：江東
区の水辺に親しむ会）

9月 12日 
（日） 

第２回 旧中川地域ふれあい
レガッタ 

旧中川・もみじ大橋下 
江戸川区小松川一丁目 江戸川区ボート協会 

3月~11月 江東区民の田んぼの学校 横十間川親水公園 
江東区東陽四丁目 江東区 

3~11月(水) 
12~2月(日) 和船乗船体験 横十間川親水公園 

江東区南砂一丁目 
江東区和船友の会 
江東区 

5月 25日～ 
7月 13日 花しょうぶ講習会 横十間川親水公園 江東区 
11月 3日 
（祝日） 竪川野外教室 竪川河川敷公園・竪川人道橋付近 

江東区大島三丁目~亀戸六丁目 
竪川野外教室実行委員
会 

通年 自然観察会など 仙台堀川公園 
江東区東砂一丁目~千石一丁目 

ネイチャーリーダー協
議会・江東区ネイチャ
ーリーダー登録者 

通年 管理作業・自然観察会など 仙台堀川公園・古石場親水公園 江東区エコスペースボ
ランティア 

注）上段は東京都の整備河川、下段は各区の親水公園です。 

 
 
◆大震災が起きた時、神戸の陸上交通が復興するまで船を通勤に使っていた。水路というの

は便利だなと思った。 
◆小名木川に川の水をくみ上げて火を消す取水口があるそうですが、非常時にしか使わない

ということを聞いた。実際に使うのですか。 
◇普通の火事で川の水を使うと、水質の問題があり、大震災のような非常時を想定していた

ようです。 
◆旧中川では、大人だけでなく子どもたちも川に親しんできた。しかし、鳥の糞で困ってい

るから餌をやるなと看板を立てたら、鳥も人も来なくなってしまう。やはり鳥も人も来て

もらいたい。そのためにはどうしたらいいのか考えてほしい。 
◇いろいろな意見の方がいて、糞が非常に困るという方もいる。どのような対策を取れるか

検討していきたいと思います。 
◆河川敷が整備されてきたから、やはり自然を大切にすることは大事だと思う。自然を大切

に育てるのがこの連絡会であり、地域住民の責任だと思う。また利用面で、今日歩いた旧

中川流域にはトイレが一つもなく、イベント時にもトイレを借りなければいけない。河川

にトイレの設置を検討されたい。 
◇区でも旧中川の利用促進を検討しているので、次回には案をお出しできればと思います。 

江東内部河川を活用した平成 16年度のイベント等 

意見交換 
◆都民委員 ◇行政委員 
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次回の流域連絡会は、9月か 10月の開催を予定しています。 

 
 
 

 住 所 ・ 団 体 名 氏 名 

個 
人 

墨田区 
墨田区 
墨田区 
墨田区 
江東区 
江東区 
江東区 
江東区 
江戸川区 
江戸川区 
江戸川区 

慶野 とよ子 
小出 義隆 
田中 兼勝 
増田 淳子 
菊地 進一 
黒木 正幸 
戸田 紀美子 
氷見 修三 
江頭 正恭 
谷川 貞夫 
山内 久二 

都 
民 
委 
員 

団 
体 

江東区和船友の会 
江東区の水辺に親しむ会 
東京海洋大学学外連携推進室 
江戸川区人力共漕会 

河合 末二 
須永 俶子 
深野 利幸 
五十井 恵 

 所 属 ・ 職 名 氏 名 

行 
政 
委 
員 

墨田区都市計画部都市整備担当都市整備課長 
江東区土木部水辺と緑の課長 
江戸川区土木部計画課長 
東京都環境局自然環境部水環境課長 
東京都下水道局建設部土木設計課長 
東京都下水道局東部第一管理事務所ポンプ施設課長 
東京都建設局河川部指導調整課長 
東京都建設局河川部副参事（総合治水・低地河川防災計画担当） 
東京都建設局第五建設事務所管理課長 
東京都建設局江東治水事務所内部河川工事課長 
東京都建設局江東治水事務所水門管理課長 

小山 季廣 
井熊 章 
高井 聖 
中村 眞一 
渡辺 志津男 
飯塚 保 
野崎 元 
橋本 栄良 
大野 正實 
阿久津 勉 ◎

大塚 好夫 
 
連絡先 ：江東内部河川流域連絡会事務局（東京都江東治水事務所内部河川工事課内） 
担当 ：小菅、長尾 
TEL ：03-3692-4945 (直通・2月より変更) FAX 03-3696-6499 

平成 16年 6月 28日現在
敬称略 都民委員は区別・50音順

◎ 座長

江東内部河川流域連絡会・委員名簿 

流域連絡会の今後の予定 


